
（35）『フィネガンズ・ウェイク』第二巻第四章における幸せな過ちへの鍵一ス

『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
第
二
巻
第
四
章
に
お
け
る

幸
せ
な
過
ち
へ
の
鍵
ー
ス

　
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
百
イ
ス
（
志
冒
鶉
－
o
｝
8
）
の
『
フ
ィ
ネ
ガ

ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
§
§
§
姜
き
ぎ
）
第
二
巻
第
四
章
は
、

「
マ
マ
ル
ー
ジ
ョ
」
（
．
．
昌
団
ヨ
竺
ε
o
．
．
）
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
章
は

内
容
の
異
な
る
二
つ
の
物
語
か
ら
成
る
。
一
つ
は
ト
リ
ス
タ
ン
と

イ
ゾ
ル
デ
の
物
語
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
四
人
の
老
人
が
語
る
年

代
史
で
あ
る
。
し
か
し
二
つ
の
物
語
は
、
最
初
か
ら
結
び
付
け
ら

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
両
挿
話
と
も
、
独
立
し
た
話
と
し
て
、

一
九
二
三
年
三
月
に
書
き
始
め
ら
れ
た
。
後
者
は
、
『
フ
ィ
ネ
ガ

ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
の
中
で
は
最
も
早
く
、
一
九
二
四
年
の
『
ト

ラ
ン
ス
ァ
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
レ
ヴ
ユ
ー
』
（
、
§
ミ
吻
s
ミ
s
§
ミ
o

§
ミ
§
）
四
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
両
挿
話
は
そ
の
ま
ま
独
立
し

た
挿
話
と
し
て
置
か
れ
、
一
九
三
八
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
結
ぴ

　
　
　
（
1
）

付
け
ら
れ
た
。
本
論
で
は
、
も
と
も
と
別
の
物
語
と
し
て
構
想
さ

金
　
　
井

嘉
　
　
彦

れ
た
二
つ
の
物
語
が
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

た
か
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

何
が
求
め
ら
れ

　
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
一
ウ
ェ
イ
ク
』
は
、
ダ
ブ
リ
ン
西
方
の
町
チ

ャ
ペ
リ
ゾ
ッ
ド
（
O
ぎ
召
＝
8
0
）
で
居
酒
屋
を
営
む
ハ
ン
フ
リ

ー
・
チ
ム
デ
ン
■
イ
ア
ウ
ィ
ソ
カ
ー
（
＝
仁
昌
O
ブ
8
｝
O
巨
昌
O
－

○
雪
霊
H
三
〇
ぎ
『
、
略
し
て
＝
O
向
）
、
そ
の
妻
ア
ン
ナ
・
リ
ヴ
ィ

ア
・
プ
ル
ラ
ベ
ル
（
＞
自
冒
＝
く
鼠
雪
昌
き
①
＝
o
、
略
し
て

＞
－
～
）
、
双
子
の
息
子
シ
ェ
ム
（
o
o
豪
昌
）
と
シ
冨
ー
ン

（
ω
｝
団
巨
■
）
、
そ
し
て
イ
ス
ィ
ー
（
H
窒
＜
）
あ
る
い
は
イ
ゾ
ル
デ

（
冒
o
巨
①
）
と
呼
ぱ
れ
る
娘
の
五
人
か
ら
な
る
家
族
を
め
ぐ
る
物

語
で
あ
る
。
本
論
で
扱
う
第
二
巻
第
四
章
は
、
直
前
の
第
二
巻
第
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三
章
で
酔
っ
て
眠
り
込
ん
だ
イ
ア
ー
ウ
ィ
ッ
カ
ー
の
夢
と
解
釈
さ

れ
る
。

　
こ
の
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
の
話
は
、

ト
リ
ス
タ
ン
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
、
黄
金
の
髪
の
イ
ゾ
ル
デ
を

連
れ
て
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
に
連
れ
帰
る
途
上
で
、
誤
っ
て
愛
の
媚

薬
（
昌
享
冨
）
を
飲
ん
だ
た
め
に
、
叔
父
に
し
て
主
君
の
マ
ル

ク
王
の
た
め
に
と
考
え
て
い
た
イ
ゾ
ル
デ
と
図
ら
ず
も
結
ぱ
れ
る

場
面
に
相
当
す
る
。

　
ジ
ョ
イ
ス
が
こ
の
作
品
で
描
く
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
は
、

最
初
か
ら
な
ま
め
か
し
い
愛
の
情
調
の
中
に
身
を
置
い
て
い
る
。

「
愛
の
戦
士
」
（
．
．
＞
昌
O
ユ
8
ω
O
ぎ
目
亘
冨
．
．
［
窒
蜆
・
竃
］
）
ト
リ
ス

　
（
2
）

タ
ン
は
、
身
の
丈
六
フ
ィ
ー
ト
（
、
ω
宇
3
0
詰
『
．
）
の
ハ
ン
サ
ム
な

者
と
紹
介
さ
れ
る
が
、
そ
の
と
き
に
使
わ
れ
る
言
葉
は
、
．
餉
實
．

の
み
な
ら
ず
、
俗
語
で
．
↓
o
～
鼻
．
を
意
味
す
る
．
巨
箒
彗
．
を
含
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

．
．
伽
實
旨
ヰ
雪
．
．
（
窒
卜
．
轟
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
彼
は
「
性
行

為
を
す
る
者
」
と
規
定
さ
れ
る
。
彼
は
ま
た
フ
ソ
ト
ボ
ー
ル
の
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

手
で
も
あ
る
（
．
．
Ω
墨
＝
o
o
冨
昌
亘
昌
．
．
［
窒
卜
墨
］
）
。
こ
れ
に
伴

い
、
イ
ゾ
ル
デ
は
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
（
．
．
プ
宰
冨
o
q
一
〕
與
O
目
ω
．
．
［
ω
o
o
ト
ー

ミ
］
）
、
あ
る
い
は
ラ
グ
ピ
ー
の
試
合
と
し
て
描
か
れ
る
。
海
は
濃

い
青
色
で
、
そ
の
波
間
に
漂
う
ボ
ー
ト
の
上
、
銀
色
の
月
の
光
が

照
ら
す
中
で
彼
は
チ
ャ
ペ
リ
ゾ
ッ
ド
の
麗
女
イ
ゾ
ル
デ
の
愛
を
求

め
る
。
イ
ゾ
ル
デ
は
チ
ャ
ベ
リ
ゾ
ッ
ド
と
深
い
関
係
を
持
つ
。
チ

ャ
ペ
リ
ゾ
ッ
ド
（
O
～
潟
；
a
）
は
そ
も
そ
も
イ
ゾ
ル
デ
の
教

会
（
o
ぎ
肩
一
〇
二
ω
o
巨
①
）
と
い
う
意
味
の
地
名
で
、
イ
ゾ
ル
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

が
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
二
人
は
暗
闇
の

中
、
女
性
船
室
係
長
の
船
室
（
．
．
；
①
o
繧
①
津
昌
鶉
ω
g
①
峯
彗
α
－

窃
ω
窪
昌
巨
目
．
．
［
ω
o
。
卜
墨
］
）
で
睦
み
合
う
。
こ
の
言
葉
は
、
．
．
；
①

○
巨
g
、
．
と
呼
ぴ
な
わ
さ
れ
て
い
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
独
立
運
動
の
志

士
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
パ
ー
ネ
ル
（
O
ぎ
二
鶉
望
o
手

胃
一
蟹
；
①
＝
）
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
結
び
つ
き
は
、
単
な
る

偶
然
で
は
な
い
。
ト
リ
ス
タ
ン
が
マ
ル
ク
か
ら
イ
ゾ
ル
デ
を
奪
っ

た
よ
う
に
、
パ
ー
ネ
ル
も
人
妻
を
奪
っ
て
お
り
、
両
者
と
も
が
姦

通
を
し
て
い
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

ト
リ
ス
タ
ン
は
後
に
．
、
冨
邑
ユ
．
．
（
窒
o
。
．
8
）
と
逆
綴
り
で
表
さ

れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
二
人
は
関
達
付
け
ら
れ
る
。
そ
こ
に

は
．
コ
尉
葦
讐
ミ
．
と
の
地
口
が
含
ま
れ
、
オ
ー
シ
i
夫
人
の
寝
室

か
ら
寝
着
で
逃
げ
た
と
い
う
パ
ー
ネ
ル
の
逸
話
を
思
い
出
さ
せ
る

か
ら
で
あ
る
。
ト
リ
ス
タ
ン
は
「
不
吉
な
器
用
さ
で
も
っ
て
」

（
．
．
ξ
一
；
巨
ω
吐
三
g
g
o
⑭
メ
蒜
『
－
q
．
．
［
ω
o
o
卜
墨
］
）
、
あ
る
い
は

．
ω
冒
巨
雪
．
と
．
ま
尊
胃
．
は
そ
れ
ぞ
れ
ラ
テ
ン
語
で
左
と
右
を
指
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す
言
葉
で
あ
る
か
ら
、
「
左
手
右
手
を
使
う
て
」
、
彼
女
の
．
．
；
①

冨
o
q
g
①
q
ω
g
霊
ω
彗
2
豊
φ
昌
ω
．
．
（
ω
o
。
ト
ミ
）
を
表
に
し
た
り
裏

に
し
た
り
し
て
愛
撫
す
る
。
こ
の
部
分
は
、
第
一
草
稿
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

．
．
；
o
q
σ
く
団
目
o
鶉
窒
o
ぎ
巨
o
コ
一
〕
邑
区
．
．
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
ラ
グ
ビ
ー
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
目
ン
・
ボ
ー
ル
」
の
意
で
あ
る
こ

と
が
分
る
。
イ
ゾ
ル
デ
は
二
人
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
表
わ
す

詩
を
歌
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
と
ト
リ
ス
タ
ン
に
頼
む
。
ボ
ー
ト
は

揺
れ
、
波
は
う
ね
り
、
彼
女
も
揺
れ
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
揺
れ
る
。

ト
リ
ス
タ
ン
が
歌
を
歌
い
終
え
る
と
、
彼
女
は
「
結
ぴ
を
解
か
れ

た
」
唇
を
「
再
び
合
わ
せ
る
」
（
、
冨
≡
巨
＆
芽
9
『
2
彗
三
一
＆
．
．

［
ω
畠
・
窒
］
）
。
そ
し
て
、
今
や
ベ
ソ
ド
と
化
し
た
ボ
ー
ト
の
上
で
、

「
愛
の
戦
士
は
男
ら
し
い
舌
の
一
突
き
で
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
両
ラ
イ

ン
を
す
ぱ
や
く
突
破
し
多
量
の
力
強
い
勝
利
の
印
を
目
指
す
彼
女

の
喉
へ
と
ち
ん
こ
ん
ぱ
ん
と
ば
・
か
り
に
送
り
込
」
む
（
．
．
＞
昌
O
『
・

－
o
凹
ω
O
ブ
φ
目
－
り
｝
巨
9
ξ
言
ブ
o
目
Φ
與
『
與
O
q
｝
自
一
す
『
O
E
ω
戸
O
『
自
く
①
一
プ
①

目
竃
ω
～
①
o
－
三
三
三
〇
q
↓
o
⊆
『
＜
o
争
湯
↓
；
①
σ
o
；
＝
コ
鶉
o
－
ざ
『
－

ミ
彗
芸
－
『
釘
＝
昌
8
0
q
σ
｝
コ
①
目
争
o
↓
　
す
ざ
　
｝
①
　
①
q
o
巴
　
o
↓
　
ゴ
宰

O
q
…
県
．
．
［
ω
竃
、
雷
－
竈
9
富
］
）
。
こ
こ
に
は
少
な
く
と
も
三
層
に

わ
た
る
意
味
が
見
出
さ
れ
る
。
最
も
表
層
の
部
分
に
は
、
．
．
O
憲
昌
－

旦
房
一
、
．
．
く
巨
～
昼
8
…
き
、
．
．
σ
◎
亭
二
目
鶉
o
二
◎
『
ξ
胃
穿
一
．
．
．
．
o
目
o
巴
．
．

と
い
っ
た
語
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
フ
ヅ
ト
ボ
ー
ル
の
選
手
が
敵

を
突
破
し
ゴ
ー
ル
に
な
だ
れ
込
む
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
二

層
で
は
、
．
．
o
目
…
g
．
．
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

男
ら
し
い
と
形
容
さ
れ
る
舌
を
彼
女
の
口
の
中
に
差
し
入
れ
た
こ

と
が
表
さ
れ
る
。
．
．
σ
o
；
；
露
o
；
o
『
ξ
彗
穿
．
．
と
は
こ
の
場
合

イ
ゾ
ル
デ
の
唇
を
意
味
す
る
も
の
と
な
る
。
こ
の
第
二
層
の
意
味

は
、
．
．
o
8
く
①
ま
Φ
φ
α
く
～
目
8
昌
窃
竃
自
①
q
實
o
｛
－
o
く
①
峯
－
芽
o
目
①

く
三
冨
↓
昌
o
q
罵
亭
；
g
寝
ω
↓
；
①
o
昌
巨
①
葦
①
◎
二
＜
o
q
・

○
す
o
δ
『
ミ
彗
ま
～
…
〕
彗
穴
ユ
o
q
；
旨
コ
的
σ
①
目
o
q
争
g
－
葦
o
；
①

o
q
o
邑
o
h
ぎ
H
o
q
皇
①
け
、
．
と
書
か
れ
た
第
一
草
稿
を
見
る
と
よ
り

　
　
　
　
　
（
7
）

は
っ
き
り
と
分
る
。
第
三
層
に
お
い
て
は
、
性
行
為
そ
の
も
の
が

表
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ジ
ョ
イ
ス
、
と
り
わ

け
彼
の
最
後
の
作
品
に
お
い
て
は
、
上
の
も
の
が
同
時
に
下
の
も

の
と
な
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
例
え
ぱ
、
ウ
ィ
ヅ
ク
ロ
ー
山
中

に
発
し
、
ダ
ブ
リ
ン
湾
に
流
れ
込
む
リ
フ
ィ
ー
川
を
擬
人
化
し
た

存
在
で
あ
る
＞
－
勺
の
場
合
、
河
口
す
な
わ
ち
、
口
は
両
足
が
別

れ
る
地
点
と
一
致
す
る
。
河
口
を
意
味
す
る
の
に
使
わ
れ
る

．
．
饅
∋
巨
争
；
①
、
（
M
昌
．
8
）
と
い
う
言
葉
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の

．
①
昌
σ
o
；
巨
烏
．
を
べ
ー
ス
に
し
、
陰
毛
を
表
わ
す
．
ぎ
争
．
を
加

え
た
語
で
あ
る
。
ま
た
、
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
的
な
構
造
を
持
つ
『
フ
ィ
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ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
に
お
い
て
は
、
入
口
は
出
口
と
重
な
う

て
い
る
。
上
の
例
の
場
合
に
も
、
上
の
唇
は
下
の
唇
で
も
あ
る
。

押
し
込
む
と
い
う
動
詞
は
、
も
ち
ろ
ん
舌
を
押
し
込
ん
だ
と
い
う

繋
が
り
で
お
か
し
く
は
な
い
が
、
性
行
為
に
お
け
る
動
作
を
も
想

起
さ
せ
る
。

　
二
人
の
周
り
に
は
耳
を
そ
ぱ
た
て
て
い
る
も
の
が
い
る
。
彼
ら

は
、
．
δ
胃
．
と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
る
。
彼
ら
は
、
『
フ
ィ
ネ
ガ

ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
」
に
お
け
る
す
べ
て
の
も
の
と
同
じ
運
命
を
た

ど
り
、
他
の
も
の
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
独
立
し
た
、
単
一
の
存
在

で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
つ
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時

に
い
く
つ
か
の
も
の
と
な
る
。
ま
ず
彼
ら
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

四
つ
の
大
波
（
．
．
亭
①
巨
o
q
申
o
冒
二
ぎ
ざ
昌
ヨ
竃
g
胃
冬
ミ
鶉

◎
｝
冒
巨
．
．
［
竃
仁
、
富
］
）
、
あ
る
い
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
波
（
．
、
亭
①

δ
≡
O
－
亭
①
峯
色
讐
≦
與
く
窃
．
．
［
竈
0
1
冨
－
冨
］
）
で
あ
る
。
ト

リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
を
載
せ
た
船
を
取
り
巻
く
波
で
あ
り
、

、
冨
0
8
↓
巨
困
巨
窒
罵
．
．
（
ω
O
O
卜
冨
）
一
．
．
冨
温
呉
ぎ
O
目
；
①
昌
需
－
＜
窃
．
．

（
窒
卜
富
）
と
い
う
文
字
ど
お
り
繰
り
返
さ
れ
る
言
葉
が
示
す
よ

　
（
8
）

う
に
、
い
つ
も
同
じ
よ
う
な
音
を
繰
り
返
し
出
す
。
こ
の
反
復
性

は
、
単
に
波
と
し
て
の
四
人
の
性
質
と
関
係
す
る
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
．
．
δ
轟
昌
麸
苛
冨
ぎ
ま
⑭
；
＝
ω
、
、
（
窒
9
蟹
）
と
表
現
さ
れ
る

と
き
、
彼
ら
は
波
（
、
8
＝
ω
．
．
）
で
あ
る
と
同
時
に
、
巻
き
物

（
．
．
8
＝
ω
、
．
）
を
扱
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
彼
ら
は
、

そ
の
名
前
を
マ
ッ
ト
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
（
…
印
ヰ
O
富
o
目
o
｛
［
竃
卜

o
d
）
、
マ
ー
カ
ス
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
（
竃
與
8
E
吻
ピ
く
o
箏
ω
［
ω
o
o
卜

o
o
o
］
）
、
ル
ー
ク
・
タ
ー
ぺ
1
（
－
巨
斥
①
↓
凹
『
o
o
｝
［
ω
o
o
ト
＝
］
）
、

ジ
ョ
ニ
ー
・
マ
ク
ド
ー
ゴ
ル
（
－
O
事
ξ
…
き
O
O
焉
豊
［
雷
卜
．

定
］
）
と
す
る
、
『
四
導
師
の
年
代
記
』
£
§
ミ
吻
ミ
き
ミ
き
ヤ

討
δ
）
の
作
者
、
歴
史
家
で
も
あ
る
（
．
．
；
①
ぎ
昌
昌
墨
ω
宥
冨
．
．

［
ω
竃
。
ミ
ー
富
）
）
。
こ
の
四
人
が
い
つ
も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
の

は
、
歴
史
は
繰
り
返
す
も
の
だ
と
い
う
、
ジ
冒
イ
ス
の
後
期
の
作

品
に
と
り
わ
け
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
認
識
を
示
し
て

い
る
。
こ
の
四
人
は
、
四
人
の
福
音
書
の
作
者
、
マ
タ
イ
、
マ
ル

ク
、
ル
カ
、
ヨ
ハ
ネ
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
章
の
表
題
と
し
て

使
わ
れ
る
「
マ
マ
ル
ー
ジ
ヨ
」
は
、
こ
の
四
人
の
名
前
の
最
初
の

部
分
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
苧
①
…
～
①
冨
巴

旨
g
．
．
（
窒
。
。
．
冨
）
や
、
一
二
二
二
年
あ
る
い
は
一
一
六
九
年
に

起
こ
っ
た
こ
と
な
ど
歴
史
上
の
事
柄
、
誰
が
こ
の
世
を
作
っ
た
か

（
．
．
奏
ぎ
昌
邑
①
；
①
冬
昌
δ
．
．
［
ω
o
o
卜
ω
㌣
窒
］
）
等
の
神
学
的
な

事
柄
を
恩
い
出
す
。
歴
史
を
体
現
す
る
彼
ら
が
年
老
い
て
い
る
の

は
も
っ
と
も
で
あ
る
。
彼
ら
は
大
学
教
師
で
も
あ
ウ
た
（
．
．
峯
Φ
冨
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與
－
；
o
昌
8
豪
o
q
｛
昌
ω
．
．
［
ω
o
。
蜆
．
o
o
。
］
）
。
年
老
い
た
彼
ら
（
、
亭
①

3
；
o
5
0
5
ω
詩
易
．
．
［
ω
竃
．
彗
］
）
は
も
は
や
記
憶
が
定
か
で
は

な
い
。
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
「
忘
れ
る
」
、
「
忘
れ
っ
ぽ
い
」
と

　
　
　
　
（
9
）

い
う
言
葉
は
、
先
に
触
れ
た
そ
れ
自
体
反
復
を
意
味
す
る

．
『
｛
雷
饒
易
o
完
器
罵
，
と
い
う
語
句
が
人
称
変
化
と
共
に
反
復
さ

れ
る
こ
と
を
説
明
す
る
も
う
一
つ
の
要
素
と
な
る
。
．
．
ざ
昌

昌
竃
註
富
．
．
は
転
じ
て
．
．
8
…
ヨ
蕩
箒
冨
．
．
（
ω
澤
ミ
）
と
な
り
、

ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
が
乗
る
船
と
な
る
。
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ

ゾ
ル
デ
の
物
語
と
の
関
係
で
い
え
ぱ
、
テ
キ
ス
ト
で
は
示
さ
れ
な

い
が
、
ト
リ
ス
タ
ン
に
敵
意
を
持
ち
、
常
に
ト
リ
ス
タ
ン
の
行
い

に
目
を
光
ら
せ
る
マ
ル
ク
王
の
四
人
の
騎
士
の
役
割
を
果
た
し
て

　
　
　
　
　
（
1
0
）

い
る
と
い
え
よ
う
。

二

　
章
の
始
め
に
お
い
て
は
、
か
ろ
う
じ
て
明
確
な
輸
郭
を
持
っ
て

い
た
も
の
も
、
あ
た
か
も
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
の
乗
る
船
を

取
り
囲
み
、
茸
を
澄
ま
し
窃
視
し
て
い
る
四
人
組
が
潜
む
そ
の
海

に
溶
け
出
す
が
、
こ
と
く
、
次
第
に
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は

定
か
で
は
な
く
な
る
。
一
つ
に
は
、
性
が
不
明
確
と
な
る
。
パ
ー

ネ
ル
を
指
す
と
思
わ
れ
る
言
葉
は
、
．
．
；
①
o
巨
Φ
津
彗
霧
ω
ω
蒜
峯
－

彗
ま
窒
窒
．
．
（
竃
↑
轟
）
と
女
性
形
で
表
わ
さ
れ
、
ダ
ニ
エ
ル
・

オ
コ
ン
ネ
ル
（
o
凹
邑
9
Q
o
o
■
■
①
5
は
、
薫
冨
】
〕
饅
自
帥
○
．
o
o
目
宇

冨
二
．
．
（
窒
9
竃
）
と
女
性
と
化
し
、
四
人
組
は
、
．
．
申
o
昌
ま
彗

○
巨
す
9
両
皇
鶉
．
．
（
ω
o
o
Φ
」
午
冨
）
一
．
．
δ
…
（
ご
り
）
σ
＄
暮
壷
』
色
m
↓
彗

邑
箒
轟
、
（
竃
ω
－
s
一
．
．
σ
＄
毒
o
冒
ω
奪
①
易
．
．
（
ω
奉
s
）
と

な
り
、
そ
れ
に
伴
い
そ
の
配
偶
者
は
．
．
ま
彗
君
o
『
ω
幕
言
ω
・

σ
彗
身
．
．
（
窒
9
昌
）
と
な
る
。
ま
た
親
称
の
．
ま
彗
、
に
は
男
性

形
と
も
い
う
べ
き
．
．
宗
害
o
．
．
（
竈
N
．
冨
）
が
で
き
、
．
寝
『
昌
オ
．
に

は
女
性
形
と
も
い
う
べ
き
．
．
昌
昌
彗
房
．
．
（
墨
2
5
）
が
作
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
に
同
調
し
て
、
四
老
人
が
言
う
こ
と
は
繰
り
返

し
で
あ
る
こ
と
を
示
す
．
冨
葛
き
畠
昌
窃
Φ
胃
．
と
い
う
形
の
語

句
は
、
．
．
亮
寝
き
晶
ヨ
冒
8
罵
．
．
（
竃
o
．
1
竃
一
竃
9
窒
）
か
ら
、
．
『
①
・

肩
き
畠
ぎ
冨
①
罵
．
．
（
。
。
o
．
o
」
㌣
冨
）
へ
と
人
称
を
変
え
て
し
ま
う
。

こ
の
性
の
変
容
は
、
ジ
目
イ
ス
の
読
者
で
あ
れ
ば
さ
ほ
ど
驚
く
こ

と
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
（
q
膏
竃
s
）
第
十

五
章
に
お
い
て
す
で
に
、
登
場
人
物
の
ブ
ル
ー
ム
（
■
8
o
o
5

望
o
o
冒
）
が
男
性
か
ら
女
性
へ
と
変
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
こ
で
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ブ
ル
ー
ム
の
場
合

は
ま
さ
に
男
性
か
ら
女
性
へ
と
変
わ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
性
が
変

換
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
性
が
融
合
し
た
と
い
う
方
が
正
し
い
点
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で
あ
る
。

　
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
定
か
で
は
な
く
な
る
こ
と
を
示
す
第

二
の
も
の
と
し
て
、
綴
り
が
逆
転
し
た
、
あ
る
い
は
前
後
に
大
き

く
変
化
し
た
言
葉
を
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
シ
ェ
ム
は

．
．
］
≦
①
ω
＝
．
、
（
ω
O
0
9
0
①
）
に
、
　
シ
目
－
ン
は
．
．
Z
巨
ω
ブ
．
．
（
ω
O
O
蜆
．
O
O
）
　
に
、

ト
リ
ス
タ
ン
は
．
．
目
算
9
ユ
、
（
ω
o
o
印
o
ω
）
一
．
．
z
印
易
一
く
．
．
（
ω
㊤
蜆
一
0
N
）

に
、
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
（
↓
仁
一
－
団
自
斥
す
・
団
昌
①
コ
）
は
．
．
z
①
昌
団

肉
箏
印
片
E
一
．
．
（
ω
o
g
N
ω
）
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ッ
（
z
｝
o
o
－
①
o
目
）
は
、
「
甲

り
o
－
①
o
目
．
．
（
ω
o
o
o
o
・
冨
）
に
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
マ
ル
ク
（
…
印
『
斥

O
H
O
O
昌
ξ
巴
－
）
は
．
．
宍
S
昌
o
｛
＝
與
奉
箏
『
◎
o
．
．
（
ω
o
o
印
竃
）
と
な

る
。
マ
ル
ク
王
の
甥
に
あ
た
る
ト
リ
ス
タ
ン
を
指
す
甥
と
い
う
言

葉
は
逆
転
し
て
、
．
．
ミ
①
言
昌
．
．
（
窒
。
。
．
8
）
と
な
り
、
イ
ゾ
ル
デ

は
．
．
↓
罵
員
．
．
（
ω
o
．
o
。
。
冒
）
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
綴
り
の
逆
転
は
、

本
来
そ
の
語
が
示
し
て
い
る
は
ず
の
人
物
で
あ
る
こ
と
を
読
者
に

判
ら
せ
る
こ
と
を
妨
げ
、
そ
の
綴
り
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
る
他

の
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
読
者
に
示
唆
し
、
そ
の
よ
う
な
理
解
を

促
す
。
ま
た
こ
の
綴
り
の
逆
転
に
は
、
も
う
一
つ
重
要
な
意
味
が

あ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
後
で
触
れ
る
。
綴
り
の
変
化
と
い

う
こ
と
で
も
う
一
つ
興
味
深
い
の
は
、
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ

イ
ク
』
第
二
巻
第
四
章
を
指
玄
言
葉
と
し
て
も
使
わ
れ
る
「
マ
マ

ル
ー
ジ
冒
」
で
あ
る
。
こ
2
言
葉
が
、
『
四
導
師
の
年
代
記
』
の

作
者
四
人
あ
る
い
は
福
音
書
を
書
い
た
四
人
の
名
前
の
は
じ
め
の

部
分
を
集
め
た
語
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
こ
の
語
は
こ

の
章
の
中
で
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
く
。
最
初
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名

前
が
出
さ
れ
た
後
に
、
．
．
昌
仁
昌
昌
昌
二
暮
①
盲
σ
窃
．
．
（
ω
奉
窒
）
一

．
．
竃
津
彗
O
ζ
彗
彗
ρ
－
＝
彗
α
旨
．
．
（
ω
睾
8
）
を
経
て
．
．
ζ
亭

昌
印
互
o
．
．
（
竃
べ
・
＝
）
に
至
る
。
そ
．
の
過
程
は
、
単
に
言
葉
の
上

で
の
遊
び
に
終
わ
る
の
で
は
な
い
。
歴
史
を
体
現
す
る
は
。
ず
の
存

在
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
年
老
い
て
記
憶
が
定
か
で
は
な
く
な
っ

た
四
人
に
よ
づ
て
は
、
歴
史
上
の
事
象
は
正
確
に
思
い
出
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
、
荘
漠
と
し
た
記
憶
の
彼
方
へ
と
消
え
て
い
く
の
と

平
行
し
て
、
四
人
の
存
在
自
体
が
歴
史
に
よ
っ
て
忘
れ
ら
れ
、
彼

ら
も
忘
却
の
海
へ
と
埋
も
れ
て
い
く
、
そ
の
様
を
こ
の
過
程
は
表

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
舞
台
を
海
と
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
ほ
ど
溺
死
へ
の
言
及
が
多
い
こ

と
に
も
表
れ
て
い
る
。
「
フ
ァ
ラ
オ
と
歩
い
て
い
た
者
は
み
な
水

死
し
た
。
完
全
に
海
に
、
紅
海
に
、
溺
れ
て
」
（
、
．
亭
雪
①
冬
鶉

亭
①
串
O
老
邑
晶
O
↓
里
彗
O
き
凹
邑
昌
巨
吻
O
＆
9
巨
彗
ω

與
箏
α
艘
①
＜
ミ
①
冨
o
昌
8
ヨ
旦
①
↓
①
ζ
睾
o
奏
自
o
α
巨
↓
o
ま
①
ω
g
一

↓
ブ
①
竃
o
蜆
①
印
、
［
ω
o
o
ド
墨
－
N
d
）
、
「
マ
ー
キ
ン
・
コ
ー
ニ
ン
ガ
ム
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…
…
彼
は
エ
リ
ン
島
沖
で
完
全
に
溺
れ
た
」
（
、
．
…
雪
ζ
自
O
O
；
－

｝
目
①
q
ξ
ブ
與
昌
…
サ
o
考
鶉
8
昌
亘
Φ
蒜
ξ
号
o
峯
目
＆
o
津
向
『
ぎ

匡
鶉
．
．
［
ω
o
。
↓
』
o
。
ム
o
］
）
。
「
フ
ラ
ン
ド
ル
の
大
艦
隊
は
、
散
り
散

り
に
な
っ
て
、
み
ん
な
公
式
に
溺
死
し
」
（
．
．
ヨ
①
巨
争
彗
昌
邑
P

邑
－
ω
8
ヰ
胃
①
p
阿
コ
o
巴
－
o
弐
o
武
＝
｝
串
o
奏
自
＆
．
．
［
ω
o
o
o
o
I
；
1

＝
］
）
、
「
か
わ
い
そ
う
な
デ
ィ
オ
ン
・
カ
シ
ウ
ス
・
プ
ー
シ
コ
i

ム
、
す
っ
か
り
溺
死
し
た
」
（
．
．
旨
①
篶
峯
易
O
O
昌
豆
昌
O
窒
－

ω
巨
蜆
勺
o
o
員
8
∋
戸
竺
－
号
o
ξ
目
①
α
ぎ
o
．
．
［
ω
旨
』
㌣
畠
］
）
と

記
述
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
溺
れ
る
」
と
い
う
語
の
前
に
強
調
の

語
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
二
つ
の
語
は
う
ま
く
結
ぴ
つ
・
か

な
い
。
こ
の
意
味
の
上
で
の
不
適
合
は
、
溺
れ
る
と
い
う
語
の
意

味
を
文
字
ど
お
り
に
で
は
な
く
、
比
職
的
に
と
ら
え
さ
せ
る
。
溺

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
歴
史
の
中
に
埋
も
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る

と
解
釈
し
て
よ
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
四
人
の
老
人
を
表
す
特
徴

的
塗
言
葉
と
し
て
頻
出
す
る
、
忘
れ
る
、
忘
れ
っ
ぼ
い
と
い
う
こ

と
と
同
じ
側
面
を
表
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
す
で
に
見
た
よ

う
に
四
人
は
、
歴
史
家
で
あ
っ
た
。
歴
史
を
語
り
、
歴
史
を
体
現

す
る
一
方
で
、
過
去
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
せ
ず
に
意
味
の

な
い
眩
き
へ
と
変
え
て
し
ま
う
彼
ら
は
、
時
そ
の
も
の
を
表
す
と

い
っ
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
は
彼
ら
の
行
な
う
窃
視
を
表
現
す
る
言

葉
か
ら
も
示
唆
さ
れ
る
。
「
深
く
見
る
者
／
深
い
海
か
ら
見
る
者
」

（
．
．
ま
①
湯
8
潟
8
①
易
．
．
［
ω
o
。
㊤
．
墨
U
）
で
あ
る
彼
ら
は
、
．
．
潟
名
o
申

ご
昌
σ
o
壱
彗
o
旦
旦
轟
8
昌
σ
◎
濤
．
．
（
竃
蜆
・
昌
）
と
表
現
さ
れ

る
。
い
わ
ゆ
る
ピ
ー
ピ
ン
グ
・
ト
ム
で
あ
る
。
こ
こ
で
出
て
く
る

．
ざ
昌
．
と
い
う
言
葉
は
、
例
え
ば
、
．
－
昌
①
三
－
：
①
＝
…
ヨ
冒
①

竃
α
饒
忌
峯
巴
↓
｝
昌
昌
冒
彗
㌧
と
い
う
意
味
を
表
す
の
に
、

．
．
｝
⊆
：
o
昌
ω
ま
－
；
昌
…
↓
①
昌
o
冒
冨
冒
＆
奏
昌
三
ω
二
昌
■
o

昌
彗
。
．
、
（
ε
9
§
－
曽
）
と
表
現
し
て
い
る
の
を
見
て
も
分
る
よ

う
に
、
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
の
中
で
は
．
匡
昌
①
，
の
意

味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
と
す
る
と
、
覗
き
者
の
ト
ム
は
覗

き
見
る
時
間
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
り
、
彼
ら
四
人
は
時
間
と
同

義
と
な
る
。

　
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
定
か
で
は
な
く
な
る
こ
と
は
、
順
番

に
行
な
っ
て
い
る
コ
メ
ン
ト
が
誰
に
よ
る
も
の
か
は
っ
き
り
し
な

く
な
る
と
こ
ろ
に
も
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
補
う
た
め
に
四
人
は

「
偽
電
話
術
」
（
、
湯
邑
呉
①
昌
◎
一
〇
昌
｝
．
．
［
竃
㊤
．
ミ
］
）
を
用
い
、

誰
が
話
し
て
い
る
か
を
名
乗
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
コ
メ
ン
ト

の
合
間
に
括
弧
を
使
っ
て
、
「
（
こ
ち
ら
マ
ヅ
ト
）
」
（
．
．
［
…
算
↓

名
9
斥
ぎ
O
q
O
．
．
［
ω
o
o
2
ω
o
］
）
、
「
（
こ
ち
ら
マ
ー
カ
ス
・
ラ
イ
オ
ン

ズ
）
」
（
．
、
［
ζ
彗
O
⊆
ω
－
く
O
冨
ω
0
9
巨
コ
O
q
O
、
［
O
O
O
O
O
〇
一
寒
－
曽
］
）
と
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電
話
口
に
出
て
い
る
者
の
名
を
示
す
言
い
方
を
用
い
て
、
コ
メ
ン

ト
を
し
て
い
る
の
が
誰
か
を
示
し
て
い
る
。
「
（
こ
ち
ら
ジ
ョ
ニ

ー
・
マ
ク
ド
ー
ゴ
ル
、
線
を
つ
な
い
で
お
く
れ
、
お
嬢
さ
ん
）
」

（
．
．
［
－
o
巨
目
目
｝
…
o
o
U
o
目
o
q
巴
－
ω
o
①
饅
5
自
①
目
一
阻
く
①
ヨ
①
↓
；
コ
斤
9

ま
窒
o
．
．
［
窒
㊤
」
㌣
ミ
］
）
を
見
る
と
電
話
と
の
関
係
が
よ
り
は

っ
き
り
す
る
。
．
．
R
昌
穿
．
．
は
．
苛
昌
＝
ぎ
①
．
す
な
わ
ち
電
話
線
を

意
味
す
る
語
と
解
さ
れ
る
。

三

　
こ
の
章
を
理
解
す
る
に
あ
た
り
鍵
と
な
る
の
は
、
ジ
ョ
イ
ス
と

同
じ
く
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
劇
作
家
デ
ィ
オ
ン
・
ブ
ー
シ
コ
ー

（
U
－
O
自
口
O
E
o
ざ
四
巨
一
）
の
『
ア
ラ
ー
・
ナ
・
ポ
ー
グ
』
（
．
．
＞
冒
す
印

；
勺
o
o
目
烏
．
．
）
で
あ
る
。
ア
ラ
ー
は
ノ
ラ
に
相
当
す
る
名
前
で
、

ポ
ー
グ
は
キ
ス
を
意
味
し
、
ナ
は
英
語
の
．
O
｝
．
に
相
当
す
る
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
ア
ラ
ー
・
ナ
・
ポ
ー
グ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

と
は
「
キ
ス
の
ノ
ラ
」
を
意
味
す
る
。
ノ
ラ
が
そ
の
よ
う
に
呼
ぱ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
牢
獄
に
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
て
い
る

乳
兄
弟
（
申
o
g
零
9
o
亭
胃
）
に
面
会
に
行
っ
た
お
り
に
、
口
の

中
に
隠
し
人
れ
て
い
た
紙
を
口
移
し
で
渡
し
、
こ
れ
に
よ
り
次
の

日
に
は
処
刑
さ
れ
る
こ
と
に
な
ウ
て
い
た
乳
兄
弟
を
助
け
た
こ
と

に
因
る
。

　
こ
の
作
晶
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
は
、
単
に
作
晶
中
で
言
及

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
。
そ
の
ほ
か
に
、
二
つ
の
理
由
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
第
一
に
、
こ
の
章
で
描
か
れ
る
ト
リ

ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
の
キ
ス
に
隠
さ
れ
た
も
う
一
つ
別
の
意
味
を

示
し
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
章
で
二
人
が
交
わ
す
キ
ス
は
、

し
ぱ
し
ば
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
の
「
ポ
ー
グ
」
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
彼
の
キ
ス
は
「
ア
ラ
ー
・
ナ
・
ポ
ー
グ
の
よ
う
」

（
．
．
巨
ω
o
o
①
q
す
目
Φ
一
寿
①
＞
H
冨
す
・
目
印
も
o
o
q
巨
⊆
①
．
．
［
ω
o
o
卜
．
窪
］
）
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
ほ
か
に
も
、
「
彼
は
キ
ス
に
キ
ス
を
重
ね
て
」

（
．
．
幕
君
o
q
言
ぎ
o
q
彗
創
君
①
目
巨
弐
o
q
．
．
［
窒
9
竃
］
）
と
い
っ
た
表

現
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
人
の
キ
ス
自
体
が
ノ
ラ
と
乳

兄
弟
と
の
間
の
キ
ス
と
重
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
次
の

引
用
部
に
お
い
て
は
イ
ゾ
ル
デ
自
身
が
ノ
ラ
に
噛
え
ら
れ
る
。

彼
は
、
そ
の
両
顎
か
ら
な
る
口
で
も
っ
て
、
純
粋
な
る
美
に

誓
い
を
立
て
、
そ
し
て
彼
の
ア
ラ
ー
・
ナ
・
ポ
ー
グ
は
、
一

つ
咳
を
し
た
後
、
不
義
の
恋
を
歌
っ
た
も
ウ
と
も
す
ぐ
れ
た

お
気
に
入
り
の
叙
情
歌
を
い
く
つ
か
歌
っ
て
く
だ
さ
る
か
し

ら
、
も
し
か
ま
わ
な
け
れ
ぱ
、
と
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
し
て
き
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っ
ぱ
り
命
じ
た
。

巨
＾
w
　
ミ
與
ω
’
　
↓
す
印
一
　
日
］
O
自
片
ゴ
　
O
｛
　
『
目
印
目
O
｛
げ
－
①
ω
一
　
く
O
峯
①
ρ
　
↓
O

筥
』
冨
σ
①
｝
目
一
き
φ
目
α
巨
ω
＞
H
H
凹
＝
当
甲
o
o
①
目
ブ
＝
9
ミ
プ
①
目

ω
プ
①
昌
一
』
『
昌
＝
H
o
＝
ω
気
一
団
津
雪
ω
す
①
－
①
↓
印
o
o
仁
①
q
戸
o
q
印
く
①

ゴ
雪
饒
『
昌
o
己
彗
し
｛
ブ
o
峯
0
E
巨
目
．
↓
旦
①
竃
①
昌
巨
p
｛
昌
與

ω
ぎ
①
q
ω
8
o
目
①
ブ
o
o
ω
固
o
o
s
＝
o
申
↑
ブ
①
一
〕
①
g
守
く
o
巨
『
岸
①

q
ユ
8
－
目
尊
一
〇
自
印
＝
〕
－
o
o
昌
吻
三
■
■
三
…
o
罧
（
ω
o
o
蜆
．
N
－
－
曽
）

こ
う
し
て
、
こ
の
章
の
深
層
に
お
い
て
は
別
と
し
て
、
少
な
く
と

も
表
層
に
お
い
て
は
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
、
他
の
も
の
、
例

え
ぱ
、
語
り
合
い
や
、
愛
の
媚
薬
を
欽
む
と
こ
ろ
や
、
体
を
重
ね

合
わ
す
行
為
で
は
な
く
、
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
の
キ
ス
で
あ

る
理
由
が
、
キ
ス
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
明
ら
か
に
な
る
。

ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
キ
ス
は
、
ノ
ラ
が

与
え
た
キ
ス
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
二
つ
の
物
語
は
融
合
す
る
。

こ
の
過
程
は
、
キ
ス
以
外
の
も
の
に
よ
う
て
も
促
進
さ
れ
る
。
ト

リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
が
置
か
れ
た
状
況
と
、
ノ
ラ
が
キ
ス
し
た

と
き
の
状
況
に
は
共
通
点
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
作
品
に

お
い
て
も
、
キ
ス
す
る
と
こ
ろ
は
他
者
に
よ
っ
て
見
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
「
ポ
ー
グ
」
と
い
う
言
葉
は
、
す
で
に
示
唆
し
た
キ
ス

と
性
的
交
わ
り
と
の
関
係
を
深
め
る
役
割
を
果
た
す
。
通
常
の
綴

り
．
君
o
q
篶
．
に
．
＝
．
を
加
え
て
．
君
o
q
巨
①
．
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

音
と
し
て
は
よ
り
．
君
幕
．
に
近
い
も
の
と
な
る
。
こ
の
語
は
俗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

語
で
は
「
性
交
す
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。

　
『
ア
ラ
ー
・
ナ
・
ポ
ー
グ
』
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
理
由
の
第

二
点
は
、
キ
ス
の
機
能
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
点
に
あ
る
。
ノ

ラ
は
そ
の
キ
ス
に
よ
っ
て
乳
兄
弟
に
重
要
な
情
報
を
与
え
た
。
ポ

ー
グ
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
で
、
ノ
ラ
が
し
た
キ
ス
と
重
ね
ら

れ
た
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
の
キ
ス
に
お
い
て
も
、
そ
れ
と
同

じ
こ
と
が
起
こ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
喚
起
す
る
た
め

に
ジ
ヨ
ィ
ス
は
わ
ざ
わ
ざ
ブ
ー
シ
コ
ー
を
取
り
い
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ア
サ
ー
ト
ン
が
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
キ
ス
は
プ

ル
ー
ム
と
モ
リ
ー
（
ζ
◎
ξ
）
が
ホ
ウ
ス
岬
で
交
わ
し
た
キ
ス
を

思
い
起
こ
さ
せ
る
。
ブ
ル
ー
ム
が
キ
ス
を
す
る
と
、
モ
リ
ー
は
口

に
含
ん
で
い
た
種
入
り
ケ
ー
キ
を
ブ
ル
ー
ム
の
□
の
中
に
移
し
入

れ
る
（
．
．
ω
O
津
気
ω
す
①
①
q
帥
く
①
ヨ
①
ま
昌
｝
昌
O
E
↓
｝
一
ゴ
①
ω
O
①
ρ
・

s
冨
ξ
胃
冒
彗
o
o
ぎ
峯
＆
．
、
．
）
。
唾
液
で
生
ぬ
る
く
な
っ
た
も

の
を
与
え
ら
れ
た
彼
は
、
感
動
を
覚
え
、
そ
れ
を
飲
み
込
む

（
、
…
団
ミ
巨
ω
す
o
巨
o
ブ
彗
昌
o
巨
ま
す
饅
o
昌
巨
昌
巨
①
創
ω
冬
①
g
－

ω
o
昌
g
ぎ
二
亘
；
①
」
o
く
一
－
呉
①
三
－
ξ
．
．
．
）
。
二
人
は
夢
中
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に
な
う
て
、
キ
ス
し
合
い
、
キ
ス
す
る
も
の
は
キ
ス
さ
れ
る
も
の

と
な
る
（
、
＝
o
↓
－
↓
o
目
o
q
＝
①
o
＝
雪
．
ω
ブ
①
ζ
窒
①
o
昌
o
」
峯
鶉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

巨
窒
①
O
…
．
宍
示
8
戸
ω
ご
①
斤
庁
竃
α
昌
ρ
．
．
［
C
一
〇
〇
．
㊤
ミ
ー
屋
］
）
。

　
キ
ス
に
よ
っ
て
は
、
例
え
ぱ
『
ア
ラ
ー
・
ナ
・
ポ
ー
グ
』
の
場

合
の
よ
う
に
、
メ
ヅ
セ
ー
ジ
や
、
あ
る
い
は
例
え
ば
『
ユ
リ
シ
ー

ズ
』
に
お
い
て
の
よ
う
に
、
種
入
り
ケ
ー
キ
と
歓
喜
が
伝
え
ら
れ

る
。
こ
の
二
っ
の
事
例
は
、
イ
ゾ
ル
デ
の
キ
ス
に
よ
っ
て
も
伝
え

ら
れ
た
で
あ
ろ
う
何
か
を
補
完
的
に
類
推
さ
せ
る
。
キ
ス
に
は
、

も
う
一
つ
別
の
イ
メ
！
ジ
が
、
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
イ

メ
ー
ジ
と
は
、
鍵
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、

先
人
デ
ィ
才
ン
．
・
ブ
ー
シ
コ
ー
の
懐
か
し
き
過
ぎ
さ
り
し
頃
、

ア
ラ
ー
・
ナ
・
ポ
ー
グ
に
お
い
て
や
、
二
枚
の
舌
を
共
通
の

も
の
と
し
て
鍵
を
受
け
渡
し
た
別
の
世
に
お
い
て
、
キ
ス
を

し
て
耳
を
立
て
て

匡
ω
ω
ぎ
O
q
彗
O
＝
9
雪
3
0
q
一
－
箏
；
O
O
q
O
a
0
5
耳
O
q
O
完

α
φ
｝
ω
◎
h
U
δ
コ
ー
o
仁
q
o
印
三
戸
↓
プ
①
①
巨
胃
二
目
＞
『
轟
す
・
目
甲

o
o
o
q
E
ρ
ぎ
艘
①
o
艘
胃
ミ
o
『
巨
o
申
ま
①
o
富
ω
巨
胴
◎
｝
旨
Φ

〆
①
く
O
｝
↓
峯
o
・
↓
O
コ
①
q
冒
①
O
O
目
昌
自
◎
目
　
（
ω
o
o
蜆
一
〇
N
l
o
σ
）

こ
こ
で
は
キ
ス
と
い
う
行
為
が
、
二
枚
の
舌
を
共
通
の
も
の
と
し

な
が
ら
の
鍵
の
受
け
渡
し
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
、
．
．
◎
亭
胃
ξ
昌
5
．
．

や
地
口
で
呼
び
出
さ
れ
た
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
ヘ
の
言
及
に
よ
り
、

秘
儀
的
な
性
質
が
鍵
に
付
与
さ
れ
る
。
こ
の
鍵
と
し
て
の
キ
ス
は
、

ほ
か
の
個
所
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
作
中
の
注
の
中
に
は
、

「
私
の
キ
ス
に
は
鍵
が
あ
る
」
（
．
．
暮
①
冨
．
ω
｝
ぎ
｝
ぎ
昌
く
巨
ω
ω
・
．
．

［
ミ
㊤
．
筥
o
。
］
）
と
明
言
し
て
い
る
個
所
が
あ
る
。
ま
た
、
「
鍵
に

答
え
る
」
（
．
．
昌
①
g
與
ぎ
罵
ω
、
［
｝
筆
農
］
）
は
、
．
．
冨
言
ω
．
．
の
綴

り
よ
り
も
音
を
優
先
さ
せ
て
、
キ
ス
の
意
昧
を
前
面
に
出
し
、

「
キ
ス
に
答
え
る
」
と
解
さ
な
い
と
理
解
さ
れ
な
い
。
『
フ
ィ
ネ
ガ

ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
最
終
べ
ー
ジ
に
は
、
、
与
ω
■
↓
ま
ぎ
く
二
〇
。

9
＜
彗
・
．
．
（
Φ
鼻
冨
）
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
る
。
文
字
ど
お
り

の
意
味
は
、
「
む
ち
ゅ
。
へ
の
鍵
。
与
え
ら
れ
」
と
い
う
た
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
は
も
う
一
つ
別
の
意
味
が
あ
る
。
ま
ず

は
、
．
．
↓
す
①
斤
①
＜
ω
↓
o
．
o
～
Φ
目
．
．
．
に
．
．
－
ミ
…
o
～
①
く
o
＝
亭
①

奈
壱
旨
江
8
く
彗
．
．
と
い
う
歌
の
題
名
を
読
み
取
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
次
に
、
．
．
■
湯
、
と
．
．
ぎ
湧
．
．
を
結
ぷ
鍵
は
．
．
ぎ
壱
、
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

．
．
5
窒
．
．
を
読
み
取
ら
な
け
れ
ぱ
与
え
ら
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
キ
ス
は
、
鍵
で
も
あ
る
。
、
巨
窒
．
と
．
ぎ
苫
．
は
音

が
似
て
い
る
。
音
が
似
て
い
る
も
の
は
、
ジ
ヨ
イ
ス
の
『
フ
ィ
ネ
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ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
の
構
成
原
理
と
も
な
っ
て
い
る
地
口
の
も

と
と
な
る
。
地
口
に
よ
り
結
ぴ
付
け
ら
れ
た
二
つ
、
あ
る
い
は
そ

れ
以
上
の
も
の
は
、
こ
れ
も
ま
た
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ

ク
』
に
特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
、
意
味
の
上
で
も
結
ぴ
つ
け
ら
れ

る
。
こ
う
し
て
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
に
と
づ
て
も
っ

と
も
重
要
な
、
一
に
し
て
多
、
あ
る
い
は
、
一
に
し
て
全
と
い
う

関
係
が
作
中
に
張
り
巡
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
鍵
は
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
お
い
て
も
象
徴
的
な
モ
チ
ー
フ
と
し

て
現
れ
て
い
た
。
奇
妙
な
こ
と
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
（
睾
①
昌
彗

O
＆
邑
；
）
と
ブ
ル
ー
ム
は
二
人
と
も
鍵
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

二
人
は
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
場
合
は
、

纂
奪
者
マ
リ
ガ
ン
（
．
．
害
鼻
．
．
ζ
…
釘
彗
）
に
鍵
を
奪
わ
れ
て
い

た
。
ブ
ル
i
ム
の
場
合
に
は
、
別
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
お
い
た

の
を
移
し
替
え
る
の
を
忘
れ
て
い
た
。
同
じ
よ
う
に
鍵
を
持
た
な

い
二
人
で
も
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
差
異
は
、
二
人
の
状
況
を
よ
く

示
し
て
く
れ
る
。
ブ
ル
ー
ム
の
場
合
に
は
、
鍵
は
モ
リ
ー
に
よ
り

与
え
ら
れ
て
い
た
。
ホ
ウ
ス
岬
に
お
け
る
キ
ス
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

そ
の
与
え
ら
れ
た
鍵
を
、
ブ
ル
ー
ム
は
忘
れ
て
し
ま
う
。
ス
テ
ィ

ー
ヴ
ン
の
場
合
に
は
、
鍵
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
単
に
夢
想
し

て
求
め
る
だ
け
で
あ
る
。
二
人
が
出
会
っ
た
理
由
も
そ
こ
に
求
め

ら
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
鍵
と
し
て
の
キ
ス
、
そ
の
重
ね
合
わ
せ
に
よ
り
秘
儀
的
な
性
質

を
与
え
ら
れ
た
キ
ス
、
鍵
で
あ
る
ゆ
え
に
、
一
方
で
は
未
知
の
世

界
へ
と
導
き
、
他
方
で
は
知
っ
て
は
な
ら
ぬ
秘
密
を
閉
ざ
し
、
キ

ス
で
あ
る
ゆ
え
に
愛
と
性
と
に
結
ぴ
つ
き
、
そ
し
て
生
の
喜
ぴ
を

も
与
え
る
キ
ス
、
こ
の
よ
う
な
多
義
的
な
キ
ス
が
イ
ゾ
ル
デ
に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

　
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
の
物
語
は
愛
と
性
、
そ
し
て
そ
こ
か

ら
生
じ
る
生
を
表
し
、
マ
マ
ル
ー
ジ
目
が
語
る
歴
史
物
語
は
忘
却

／
老
い
／
死
を
表
す
。
第
二
巻
第
四
章
に
は
、
し
た
が
う
て
鋭
く

対
立
す
る
二
つ
が
合
わ
さ
れ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
構

造
と
し
て
は
、
ト
リ
ス
タ
．
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
の
愛
／
性
愛
／
生
の
物

語
は
、
ま
わ
り
に
潜
む
四
老
人
の
体
現
す
る
死
の
物
語
に
囲
ま
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
者
の
物
語
は
縫
い
目
が
分
ら
な
い
よ

う
に
巧
妙
に
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
生

と
死
の
物
語
も
融
合
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
章
は
も

と
も
と
の
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
の
物
語
が
描
く
こ
と
に
忠
実

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
が
誤
っ
て
飲
ん
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で
し
ま
っ
た
媚
薬
は
、
「
愛
と
死
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
愛
と
死
の
融
合
は
単
な
る
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ

の
物
語
へ
の
回
帰
で
は
な
い
。

　
こ
の
章
で
描
か
れ
る
愛
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ト
リ
ス
タ

ン
と
イ
ゾ
ル
デ
の
間
の
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
パ
ー
ネ
ル
の
そ
れ

で
も
あ
り
、
ノ
ラ
の
そ
れ
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
愛
は
、
逆
説
的
で

は
あ
る
が
、
四
老
人
に
よ
っ
て
歴
史
と
し
て
語
ら
れ
る
が
ゆ
え
に

逆
に
歴
史
性
・
時
間
性
を
失
っ
た
、
歴
史
に
あ
ら
ざ
る
も
の
、
時

間
の
な
い
も
の
の
中
に
置
か
れ
、
そ
れ
に
よ
り
、
特
定
の
時
と
場

所
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
か
ら
、
逆
に
い
つ
も
す
で
に
存
在
す
る

も
の
と
な
る
。
第
二
巻
第
四
章
で
描
か
れ
る
時
間
は
、
「
偉
大
な

目
的
へ
と
向
か
う
て
進
む
」
（
S
N
．
竃
O
よ
－
）
時
聞
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
ま
さ
し
く
海
の
。
こ
と
く
一
つ
と
こ
ろ
に
ま
と
め
ら
れ
た

時
間
で
あ
る
。
四
人
の
老
人
が
語
る
歴
史
は
、
そ
の
時
間
軸
を
奪

わ
れ
て
い
る
。
す
ぺ
て
の
時
間
が
同
一
の
次
元
に
存
在
し
、
そ
の

中
で
は
、
あ
る
時
問
は
他
の
時
聞
と
重
な
り
さ
え
す
る
。
先
に
触

れ
た
、
綴
り
の
逆
転
は
、
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
逆
綴
り

の
語
は
逆
に
読
む
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
逆
向
き
に
読
む
と
い

う
こ
と
は
、
通
常
と
は
逆
の
時
間
の
進
み
方
を
意
味
す
る
。
そ
れ

は
す
な
わ
ち
時
間
の
可
逆
性
を
示
す
。
．
．
＞
昌
o
ユ
S
ω
O
ぎ
昌
－

旦
ε
．
．
（
竈
蜆
．
曽
）
と
し
て
の
ト
リ
ス
タ
ン
は
、
事
実
こ
の
小
説
内

の
時
間
に
お
い
て
も
過
去
へ
と
遡
る
。
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ

イ
ク
』
第
一
巻
冒
頭
部
で
「
恋
の
冒
犯
演
奏
家
、
サ
ー
・
ト
リ
ス

ト
ラ
ム
は
、
北
愛
メ
リ
カ
か
ら
短
い
海
を
越
え
て
再
び
や
っ
て
来

て
い
た
」
（
．
．
ω
弓
↓
ユ
ω
弐
印
昌
’
く
－
O
－
①
『
庄
．
印
ヨ
O
『
①
9
津
．
O
く
Φ
『
一
ゴ
Φ

ω
す
o
ユ
窒
p
ブ
與
o
o
富
竃
箏
o
o
『
①
冨
胃
ユ
く
①
旦
津
o
昌
z
昌
；
＞
『
－

昌
O
ユ
8
．
、
［
0
8
。
實
－
富
］
）
と
描
か
れ
る
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
は
、
ト
リ

ス
タ
ン
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
名
前
自
体
が
似
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
不
義
を
働
く
ト
リ
ス
タ
ン
こ
そ
、
ま
さ
に
．
．
く
巨
艘

o
．
凹
昌
o
冨
ω
．
．
と
呼
ぷ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
．
．
＞
『
昌
o
ユ
s
、
は
ト
リ
ス

タ
ン
を
特
定
化
す
る
言
葉
に
使
わ
れ
て
い
る
．
．
＞
昌
o
ま
窒
．
．
と
通

ず
る
。
四
つ
の
時
代
か
ら
な
る
円
環
的
な
歴
史
観
を
示
す
と
さ
れ

る
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
冒
頭
へ
と
回
帰
す
る
こ
と
に

は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
テ
ク
ス
ト
の
原
初
か
ら
す

で
に
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
ど
の
時
代
に
も
存
在
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
一
方
の
イ
ゾ
ル
デ
は
、
ノ
ラ
を
経
て
、
ア
ン
ナ
・
リ
ヴ
ィ
ア
と

重
な
っ
て
い
く
。
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
第
二
巻
第
四

章
と
第
一
巻
第
八
章
と
の
間
に
は
奇
妙
な
、
そ
し
て
興
味
深
い
結

び
つ
き
が
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
リ
フ
ィ
ー
川
を
擬
人
化
し
た
存
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在
と
し
て
の
＞
■
｝
に
当
て
ら
れ
た
第
一
巻
第
八
章
に
お
い
て
は
、

水
の
流
れ
は
す
な
わ
ち
時
間
を
表
し
て
い
た
。
こ
れ
は
『
ユ
リ
シ

ー
ズ
」
（
q
宮
竃
婁
）
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
考
え
で
あ
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
波
・
海
で
あ
る
四
老
人
が
時
間
・
歴
史
を
表
す
の
と

通
じ
る
。
第
二
に
、
す
で
に
見
た
、
ブ
ー
シ
コ
ー
の
『
ア
ラ
ー
・

ナ
．
ポ
ー
グ
』
の
キ
ス
と
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
の
間
に
交
わ

さ
れ
る
キ
ス
と
の
重
ね
合
わ
せ
が
、
ア
ン
ナ
・
リ
ヴ
ィ
ア
・
プ
ル

ラ
ベ
ル
に
も
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
～
冨
。
ω
中
塞
に
は

、
．
；
巨
〕
三
〇
q
ま
『
＝
り
彗
ρ
ω
冒
8
↓
巨
目
①
目
ぎ
『
ま
峯
貝
ま

σ
邑
器
o
巨
巴
号
o
鶉
巨
吻
昌
－
－
ま
o
q
昌
o
o
只
ζ
窒
印
ζ
留
與
津
彗
巨
ω
■

○
斥
＝
ω
す
斥
－
o
目
＞
目
目
甲
目
団
・
勺
o
o
q
E
o
．
ω
．
一
と
あ
る
。
．
．
σ
巴
器
ρ
．
．
は

．
ζ
窒
．
を
意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
．
冨
ぎ
『
．
を
英
語
式
に
過
去

形
に
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
訳
と
し
て
は
「
彼
女
を
さ
す

り
上
げ
た
り
撫
で
下
ろ
し
た
り
し
て
、
彼
は
ア
ン
ナ
・
ナ
・
ポ
ー

グ
に
キ
ス
ま
た
キ
ス
と
微
笑
み
な
が
ら
唇
を
あ
て
る
の
で
あ
っ

た
」
と
い
っ
た
具
合
に
な
る
。
．
．
；
σ
巨
自
①
日
＝
宰
＝
O
｝
目
O
ω
昌
O
O
；
－

一
畠
訂
『
旨
ξ
コ
．
．
は
ト
リ
ス
タ
ン
が
イ
ゾ
ル
デ
を
愛
撫
し
て
い

た
様
子
と
符
合
す
る
。
ア
ン
ナ
は
．
．
＞
目
畠
・
；
－
勺
o
o
q
亮
．
．
と
表
現

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ラ
ー
・
ナ
・
ポ
ー
グ
を
経
て
、
イ
ゾ
ル

デ
と
結
び
つ
く
。

　
二
人
の
キ
ス
は
、
非
歴
史
的
な
時
間
の
中
を
行
き
来
し
、
す
べ

て
の
人
問
の
キ
ス
と
な
る
。
そ
の
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
独
立
し
た

挿
話
で
あ
っ
た
こ
の
二
つ
の
物
語
に
表
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
別
の
と
思

わ
れ
る
女
性
が
、
一
元
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
の
挿
話
に
お
け
る
女
性
、
す

な
わ
ち
、
イ
ゾ
ル
デ
と
、
四
老
人
の
回
想
に
現
れ
る
名
前
を
持
た

な
い
、
特
定
化
さ
れ
な
い
別
の
女
性
が
、
二
つ
の
物
語
が
重
ね
合

わ
さ
れ
た
と
き
に
ま
さ
に
合
体
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て

四
老
人
が
他
の
女
性
に
し
て
い
た
キ
ス
も
、
イ
ゾ
ル
デ
の
キ
ス
と

区
別
が
で
き
な
く
な
る
。

　
興
味
深
い
の
は
、
す
で
に
触
れ
た
と
お
り
、
こ
の
万
人
の
キ
ス

を
表
す
ト
リ
ス
タ
ン
の
イ
ゾ
ル
デ
の
キ
ス
を
語
り
な
が
ら
、
四
人

の
年
代
記
．
福
音
書
作
家
た
ち
は
「
こ
の
世
を
作
っ
た
の
は
誰

か
」
を
恩
い
出
す
こ
と
で
あ
る
。
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
の
物

語
と
四
老
人
の
語
る
歴
史
・
福
音
書
と
の
接
点
が
こ
の
部
分
に
あ

る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
章
で
二
度
現
れ
る
こ
の
問
い
が
置

か
れ
て
い
る
文
脈
を
見
て
み
よ
う
。

、
金
色
の
髪
に
く
す
ぐ
ら
れ
、
聖
処
女
の
青
色
の
袷
を
ま

と
い
、
網
目
の
薄
着
を
着
た
彼
女
は
ま
っ
た
く
も
っ
て
魅
力

467



一橋論叢第118巻第3号平成9年（1997年）9月号（48）

的
で
、
キ
ス
を
し
抱
き
抱
き
し
て
い
た
が
、
イ
ソ
ラ
、
、
、
ソ
ラ

さ
さ
や
き
さ
ら
さ
ら
ト
リ
ソ
ラ
ニ
サ
ン
、
二
人
は
一
人
で
鞭

一
つ
、
三
は
一
だ
か
ら
唇
は
二
つ
、
毎
年
恒
例
の
ア
ラ
ー
．

ナ
・
ポ
ー
グ
の
よ
う
な
キ
ス
を
し
て
体
を
離
し
て
、
四
人
は

誰
が
こ
の
世
を
作
っ
た
か
、
あ
の
卑
俗
な
耳
代
に
ど
ん
な
ふ

う
に
彼
女
に
キ
ス
し
抱
き
抱
き
し
た
か
を
恩
い
出
し
て
い
た

．
．
…
昌
旨
＝
晶
ぎ
；
邑
募
ω
ぎ
。
目
忌
二
8
ξ
申
ξ
o
事
…
．

彗
葦
二
自
訂
『
雪
竃
昌
巨
①
o
－
冒
印
己
彗
墨
巨
篶
一
至
亭

彗
O
き
a
冨
留
O
｛
冨
戸
饒
O
汗
－
＆
三
；
O
q
O
－
昌
鶉
」
ω
◎
壷
昌
㍗

8
亘
與
コ
α
奉
巨
名
弐
①
q
彗
巳
一
名
ぎ
o
q
訂
『
き
〇
一
』
↓
↓
ユ
8
－
印
．

己
3
冨
一
巨
o
峯
o
鶉
婁
葛
奉
プ
言
ω
δ
『
o
コ
①
峯
窒
↓
ξ
◎

竃
o
ざ
婁
幸
蕩
＝
混
｛
o
『
o
亮
奏
四
ω
ま
亮
9
彗
o
2
ω
・

ω
巨
巨
き
長
；
彗
邑
い
ミ
一
芽
巨
署
o
o
q
巨
巴
鼻
①
＞
冒
筆
－

富
・
君
o
q
す
冨
二
訂
監
胃
ρ
雷
『
彗
目
畠
F
旨
ξ
昌
δ
膏

篶
冒
①
昌
σ
o
亮
o
峯
ゴ
o
ヨ
印
｛
①
亭
①
幸
o
『
巨
印
目
旦
す
o
ミ

暮
昌
冨
＆
8
σ
①
g
手
算
ユ
ヨ
①
弐
ま
①
≦
』
后
胃
屈
『

○
巨
昌
晶
彗
旦
斤
巳
彗
温
プ
①
H
…
．
、
（
竃
ド
轟
－
雷
蜆
．
富
）

こ
の
例
の
最
初
と
最
後
に
繰
り
返
し
出
て
く
る
「
キ
ス
を
し
抱
き

抱
き
し
て
」
と
い
主
言
葉
は
、
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
が
キ
ス

を
し
抱
き
合
う
途
中
に
「
誰
が
こ
の
世
を
作
っ
た
か
」
が
挿
入
さ

れ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。
次
に
こ
の
問
い
が
出
て
く
る

と
き
も
状
況
は
同
じ
で
あ
る
（
ω
o
。
蜆
．
ミ
）
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
で

両
者
が
語
ら
れ
る
と
き
、
こ
の
問
い
と
キ
ス
の
物
語
－
性
交
の

物
語
で
も
あ
っ
た
ー
と
の
間
に
は
、
自
然
に
結
ぴ
つ
き
が
生
じ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
世
を
作
っ
た
も
の
と
、
ト
リ
ス
タ
ン
と

イ
ゾ
ル
デ
の
キ
ス
が
あ
た
か
も
同
じ
次
元
に
属
す
も
の
で
あ
る
か

の
よ
う
な
印
象
を
与
え
、
彼
ら
が
思
い
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と

は
、
キ
ス
／
性
交
に
よ
る
創
造
で
あ
る
、
と
い
う
読
み
を
誘
導
す

る
。
こ
こ
に
ジ
ヨ
イ
ス
の
仕
掛
け
た
真
面
目
な
い
た
ず
ら
が
あ
る
。

こ
の
問
い
は
、
原
初
に
起
こ
っ
た
こ
と
へ
と
目
を
向
け
さ
せ
る
。

　
歴
史
を
遡
っ
て
考
え
る
と
き
、
こ
の
世
の
始
ま
り
と
な
っ
た
男

女
と
い
う
と
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
が
考
え
ら
れ
る
。
神
学
的
な
観
点
か

ら
で
は
な
く
、
し
か
し
な
が
ら
神
話
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
か
つ

物
理
的
な
観
点
か
ら
考
え
た
と
き
、
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
の
二
人
こ
そ

が
、
楽
園
を
追
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
人
間
を
人
間
的
な
時
間
の
中

で
生
き
始
め
さ
せ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
い
ま
た
こ
の
二
人
の

結
合
か
ら
人
類
は
生
ま
れ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
す
べ
て
の
始

ま
り
を
示
す
。
こ
の
二
人
へ
の
言
及
は
、
さ
り
げ
な
く
行
な
わ
れ
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（49）『フィネガンズ・ウ呈イク』第二巻第四章における幸せな過ちへの鍵一ス

て
い
る
（
．
．
胆
；
昌
與
目
旦
o
＜
霧
．
．
［
窒
印
農
］
）
。
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
は

禁
断
の
果
実
を
食
べ
た
た
め
に
エ
デ
ン
の
園
を
追
放
さ
れ
た
。
こ

こ
に
お
い
て
、
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
の
不
義
、
パ
ー
ネ
ル
の

姦
通
の
原
点
が
明
ら
か
に
な
る
。

五

　
第
二
巻
第
四
章
に
お
い
て
も
と
も
と
独
立
し
た
二
つ
の
話
を
結

ぴ
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
ジ
冒
イ
ス
が
示
し
た
か
づ
た
こ
と
は
、

ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
の
物
語
を
す
べ
て
の
人
問
の
キ
ス
ー

で
も
あ
り
か
つ
性
愛
で
も
あ
る
1
の
物
語
に
変
え
、
そ
れ
を
歴

史
／
時
間
を
表
わ
す
四
老
人
の
回
想
の
中
に
置
く
こ
と
に
よ
り
、

あ
ら
や
る
時
間
の
中
に
キ
ス
が
常
に
す
で
に
存
在
す
る
こ
と
を
示

し
な
が
ら
、
原
罪
と
呼
ぱ
れ
る
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
二
人
が
犯
し
た

罪
に
新
た
な
解
釈
を
示
す
こ
と
な
の
で
あ
る
。
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
の

過
ち
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
楽
園
追
放
の
こ
と
を
、
フ
ェ
リ
ツ
ク

ス
．
ク
ル
パ
Q
耐
葦
§
膏
8
）
と
呼
ぶ
。
幸
せ
な
失
墜
（
す
岩
冥

童
一
）
と
い
う
逆
説
的
な
意
味
の
言
葉
で
あ
る
。
失
墜
に
も
か
か

わ
ら
ず
幸
せ
な
と
形
容
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
に
よ
り
初
め
て
神
の

救
い
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
づ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ジ
目

イ
ス
は
こ
の
逆
説
に
も
う
一
ひ
ね
り
加
え
、
快
楽
を
伴
う
が
ゆ
え

に
文
字
ど
お
り
幸
せ
な
も
の
へ
と
変
え
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
、

「
幸
せ
な
過
ち
」
（
．
．
す
岩
睾
｝
彗
巨
．
．
［
曽
ド
震
］
）
が
生
ま
れ
る
。

神
学
上
の
概
念
を
こ
の
不
真
面
目
に
し
て
真
面
目
な
酒
落
と
解
釈

へ
と
変
換
す
る
鍵
を
、
こ
の
作
品
と
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
作
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
ジ
冒
イ
ス
自
身
に
与
え
て
く
れ
た
の
が
、
こ
の
章
で
示
さ
れ
た

あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
け
る
キ
ス
な
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
U
豊
己
葭
ξ
昌
彗
一
§
“
，
§
ぎ
、

　
ぎ
ぎ
書
ミ
（
■
臣
S
一
〇
〇
目
〇
一
一
戸
ヌ
冨
8
）
、
と
り
わ
け
同
書

　
第
三
章
二
）
彗
尉
宛
畠
p
．
．
↓
ぎ
雰
o
目
一
昌
一
長
g
竺
↓
巨
ω
o
a
雪

　
O
｛
幸
O
｝
一
目
軍
O
O
q
『
蟹
9
．
一
旨
§
富
旨
｝
8
0
§
§
、
雪
M
O
。
一
竃
↓
1
雷
一

　
U
．
｝
毫
昌
與
目
一
、
↓
冨
冨
巨
目
o
胃
；
o
§
ぎ
一
〇
宛
①
ω
o
o
冨
o
8

　
U
彗
げ
カ
O
累
．
．
旨
§
S
さ
セ
S
O
§
§
ミ
L
O
し
－
〒
冨
参
照
。

（
2
）
　
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
の
テ
ク
ス
ト
は
、
－
団
目
霧

　
旨
｝
o
p
ミ
§
奮
§
き
ぎ
（
－
g
匝
o
ヨ
句
き
雪
竃
匹
句
o
σ
雪
一

　
冨
窒
一
ε
吋
」
畠
o
）
を
用
い
た
。
以
後
引
用
は
、
す
べ
て
こ
の
版
か

　
ら
の
も
の
と
す
る
。
慣
例
に
従
い
、
こ
の
作
品
か
ら
引
用
す
る
際
に

　
は
常
に
、
（
）
を
用
い
、
ぺ
ー
ジ
数
と
行
数
を
示
す
。

（
3
）
寄
一
彗
o
葦
彗
。
目
す
！
§
§
ぎ
§
δ
ヨ
…
o
。
目
彗
ω
奉
算
⑭
一

　
冨
三
蜆
＆
＆
．
（
冒
；
目
o
『
①
一
↓
ま
旨
＝
冨
＝
o
o
ζ
畠
o
．
p

　
－
竃
O
）
ら
ー
ω
O
。
｛
－

（
4
）
第
一
草
稿
で
は
、
、
↓
ま
ぎ
註
8
昌
①
色
4
0
9
募
o
；
o
日
o
q
鶉

　
凹
目
｛
蜆
o
8
雪
o
サ
與
昌
旦
o
目
．
一
と
な
う
て
い
る
。
－
）
印
く
ご
＝
凹
く
昌
鵯
戸
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o
o
．
し
き
嚢
－
b
ミ
さ
邑
§
g
ヨ
…
鍔
彗
ω
峯
呉
o
（
＞
易
巨
ヨ

d
l
o
h
↓
異
塞
勺
－
一
冨
雷
）
ら
．
N
富
．

（
5
）
「
o
募
O
．
≦
呉
㌧
ヨ
…
o
霜
目
閉
峯
宍
き
§
§
ミ
（
里
o
o
－

三
晶
一
昌
一
ぎ
2
彗
団
戸
勺
．
一
－
㊤
§
一
p
蟹
①
．

（
6
）
＝
睾
ヨ
彗
一
ま
嚢
も
ミ
｝
一
〇
－
M
事

（
7
）
＝
ミ
冒
曽
一
き
嚢
－
b
ミ
ら
．
曽
o
．

（
8
）
　
こ
の
ほ
か
に
、
人
称
を
変
え
な
が
ら
、
．
．
『
8
①
き
畠
巨
昌
．

ω
警
、
（
竃
。
。
．
§
一
．
．
冨
罵
き
轟
ぎ
屋
冒
、
（
窒
o
」
㌣
5
一
、
亮
o
窒
一
－

冨
巨
姜
警
．
．
（
嚢
1
§
一
．
．
冨
葛
き
畠
o
昌
邑
畠
眈
．
．
（
嚢
．
§

　
　
と
出
て
く
る
。

（
9
）
　
．
δ
H
胴
9
、
は
ω
o
o
ト
．
竃
一
ω
o
o
o
o
I
；
一
竈
9
昌
一
窒
o
－
冨
一
ω
畠
－
冨
一

　
蜆
竃
．
S
一
ω
O
ω
1
冨
一
ω
O
蜆
‘
曽
に
、
．
δ
『
困
9
．
は
ω
O
O
．
轟
一
ω
彗
．
ミ
一

　
ω
旨
－
冨
一
ω
漫
．
M
0
一
ω
o
ド
違
に
、
．
ぎ
お
g
巨
－
．
は
竈
①
．
蟹
一
竈
o
o
．
昌

　
　
に
出
て
く
る
。

（
1
0
）
　
ジ
目
イ
ス
が
、
一
九
二
三
年
六
月
七
臼
付
の
手
紙
で
ハ
リ
エ
ツ

　
　
ト
・
シ
目
1
・
ウ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
に
読
む
よ
う
に
薦
め
た
、
旨
霊
昌

　
　
黒
2
胃
の
妻
包
§
ミ
g
お
§
冒
に
は
登
場
す
る
。
旨
§
葛
ミ

旨
§
s
旨
着
“
＆
．
ω
言
き
9
一
悪
ユ
（
－
冒
α
昌
ら
き
實
彗
ρ

　
　
ヨ
σ
員
δ
望
）
L
も
』
昌
参
照
。
四
老
人
の
そ
の
他
の
役
割
と
対

　
　
応
に
つ
い
て
は
、
寒
註
g
＆
ご
§
葛
♀
旨
§
s
旨
ヒ
§
＆
■
雪
g
．

　
　
胃
｝
昌
昌
彗
自
（
－
o
邑
昌
一
～
σ
雪
昌
o
霊
σ
o
・
二
竃
㎝
）
一
暑
．

　
　
8
①
－
彗
参
照
。

（
1
1
）
団
『
①
目
α
o
目
O
呂
〇
三
『
一
』
O
β
9
ざ
ト
Φ
辻
o
o
s
音
『
句
ヨ
ヨ
o
o
q
印
コ
ω

　
　
老
算
：
邑
9
婁
s
Q
さ
、
旨
養
．
ω
◎
§
・
§
・
ぎ
（
零
鼻
o
ξ
一

　
○
き
↓
o
；
す
O
』
．
二
〇
雪
）
一
毫
』
8
－
S
参
照
。

（
1
2
）
－
彗
鶉
ω
．
≧
ぎ
ま
P
§
雨
き
。
ぎ
ミ
ぎ
§
ぎ
一
㌧

吻
ミ
曇
呉
ミ
§
ミ
き
募
｝
§
㎞
ぎ
旨
§
竃
旨
k
8
、
眈
ヨ
昌
品
彗
㎝

　
一
く
O
斥
o
　
（
O
団
H
σ
O
目
O
邑
〇
一
ω
O
E
↓
＝
①
『
目
　
－
＝
目
O
示
　
C
．
『
．
一
－
㊤
蜆
岨
）
’
O
・

　
　
冨
O
O
。
．
．
℃
O
O
目
巨
ぎ
胴
ま
；
O
昌
註
一
昌
ω
．
．
（
ω
O
．
O
。
。
轟
）
で
は
明
ら
か
に

　
　
こ
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
1
3
）
　
（
）
内
は
、
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
章
数
と
行
数
を
示
す
。
行
数

　
　
は
、
章
を
通
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
テ
ク
ス
ト
は
、
盲
冒
鶉

－
ξ
8
ミ
富
萎
一
〇
p
声
奉
o
萱
胃
（
之
婁
ざ
鼻
る
胃
一
彗
庄
・

　
　
；
o
o
｛
）
に
依
っ
て
い
る
。

（
1
4
）
ζ
o
匡
轟
三
P
①
撃

（
1
5
）
　
ジ
目
イ
ス
の
妻
は
、
名
前
を
ノ
ラ
（
Z
o
冨
）
と
い
う
。
『
ア
ラ

　
　
ー
・
ナ
・
ポ
ー
グ
』
の
ノ
ラ
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
符
合
は
、

　
　
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
。
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
は
、
普

　
　
遍
的
な
本
で
あ
る
と
同
時
に
個
人
的
な
本
で
も
あ
る
。
「
マ
マ
ル
ー

　
　
ジ
目
」
の
「
マ
マ
」
は
マ
マ
（
す
な
わ
ち
ジ
目
イ
ス
の
妻
ノ
ラ
）
、

　
　
「
ル
ー
」
は
娘
ル
チ
ア
（
－
；
ぎ
）
、
「
ジ
ヨ
」
は
息
子
の
ジ
ヨ
ル
ジ

　
　
オ
（
9
o
轟
ざ
）
を
表
す
、
と
ジ
目
イ
ス
が
説
明
し
た
と
い
う
話
は
、

　
　
こ
の
よ
う
な
性
質
を
示
唆
す
る
も
の
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
＞
‘
O
＝
目
o
　
O
－
O
ω
巨
o
o
P
　
§
｝
ミ
　
O
雨
S
吻
星
吻
　
o
、
｝
｝
目
目
o
胴
団
目
ω
　
ミ
印
斥
o

　
　
（
向
く
彗
g
昌
一
≡
一
乞
g
ま
奏
①
ω
8
；
c
』
．
一
冨
ミ
）
ら
ー
轟
ω
参
照
。

　
　
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
の
キ
ス
に
、
ジ
昌
イ
ス
自
身
が
経
験
し
た

　
　
キ
ス
も
当
然
含
ま
れ
る
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
助
教
授
）
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